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ト教的文明への「対抗者」ではなく、またそれへの「順応」でもないとする、より高次のあり方を追求しているのだと強調しています。こ思想的立ち位置は、あきらかに現 イデオロギーのなかで「新儒家」的傾向をもつものですが、如実に二一世紀段階の中国の自己認識のあり方のひとつ 示しています。いささか「近代の超克論」的傾向が気になりますが、もちろん新着の欧米 中国関連 雑誌、書物からも多大の恩恵を受けていることはいうまでも りません。それは日本の中国地域研究にとって、日中間の「支点」再設定とならんで、第三の「支点」がますます重要な意味をもつことになると
思われます。本図書館にも関連文献が所蔵されていますが、あたかも一九三六年夏の太平洋問題調査会のヨセミテ会議で、経済的にも台頭しつつある国民政府をどう評価するかについての欧米の知見を吸収しえた尾崎秀実が、その後のグローバルななかでの中国再認識論を提起しえたのも、そうした新たな「支点」を獲得したからだともいえるでしょう（
『「中国統一化論争」
の研究』
『「中国統一化」論争資料集』アジア経
済研究所、一九七一年、山口博一氏、野沢豊氏ほか。今井清一・藤井昇三編『尾崎秀実の中国研究』一九八四年など）
。
　
一
九
六
〇
年
代
後
半
期
か
ら
市
ヶ
谷
の図
書
館
に
お
世
話
に
な
っ
て
以
来
か
な
り
の
時
間
が
た
ち
ま
し
た
が
、
海
浜
幕
張
の
新
し
い
図
書
館
は日
本
に
お
ける
地
域
研
究
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
の
／
世
界
の地
域
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
拠
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
の
外
国
の
友
人
た
ち
も
そ
の
よ
う
に
み
て
い
ま
す
。
こ
の
存
在
感
は
、
世
界
で
／
ア
ジ
ア
で
生
き
る
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
あ
り
方
を
象
徴
し
て
い
る
と
の
思
い
が
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
地
域
研
究
の
公
共
財
と
し
て
、
研
究
所
・
図
書
館
を
基
盤
と
す
る
世
界
に
開
か
れ
た
新
た
な
研
究
教
育
機
関
構
想
を
具
体
化
で
き
な
い
か
と
も
思
う
し
だ
い
で
す
。
図
書
館
を
と
う
て
い
「
使
い
倒
す
」
こ
と
な
ど
で
き
な
い
、
し
か
も
も
う
残
さ
れ
た
時
間
の
な
い
利
用
者
と
し
て
の
願
望
で
す
。
第一一回
にしむら　しげお／放送大学教授
研究領域は中国近現代政治史。ここ20年ほど「20世紀中国政治史」
として1949年で大区分しないネイションステイト形成論とその矛
盾を議論している。放送大学教材として佐々木智弘氏との共著『20
世紀中国政治史研究』（2011年）、伊原澤周編『戦後東北接収交渉
紀実』（中国人民大学出版社、2012年）所収論文など。
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「地域研究」拠点のより一層の発展を
西村成雄
